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☑脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

☑呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

なし

施設基準医療施設

開設年月日

一般病床　１５８　床（うちリハビリ専門病床　５０　床）
□訪問リハビリ（□医療保険□介護保険）　☑通所リハビリ（介護保険）

医療従事
者

※指定後の診療体制や地域支援を実施する専門スタッフの充足予定等を記入してください。

平成３０年度
（９月末時点）

診療体制

平成２９年度
（年度末時点）

指定医療

☑運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

地域リハビリテーション支援センター指定（平成31年４月）に係る調査票

医療機関名：　　大久野病院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（　　西多摩保健医療圏）東京都西多摩郡日の出町大久野６４１６

記入年月日：平成　30年　10月　25日

　平成　８　年　９　月　1　日

１　病院の概要

所在地

設置目的
病院（診療所）を経営し、科学的かつ適正な医療（及び疾病・負傷等により寝たきりの状
態等にある人に対し、看護、医学的管理下の介護及び必要な医療等）を普及するため、
医療法人財団利定会理念「地域に活かす医療の提供」を行う事を目的とする。

診療科目 内科・リハビリテーション科・皮膚科

労災・生活保護・自立支援医療（精神通院）・身体障害者福祉法第15条指定医

　地域におけるリハビリテーションの拠点病院としての役割を果たすことのできる専門的医療
体制を有すること

病床数
訪問・通所リハビリ

併設施設

２　指定要件の充足状況

平成18年のセンター指定と同時期に回復期リハビリテーション病棟を開設、運営している。ま

た平成23年には在宅へのリハビリテーション等の提供体制を強化するためにクリニック（訪問

看護ステーション、居宅介護支援事業所併設）を開設し、当法人における訪問看護、訪問リハ

ビリを充実させるとともに、地域における在宅療養中患者等へのリハビリテーションの提供体

制の強化を図った。なお、今後はリハ専門医の充実（常勤医配置）を目指している。 
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②

→

紹介患者数 273 人 117 人

（うちリハ部門） 163 人 67 人

逆紹介患者数 195 人 84 人

（うちリハ部門） 136 人 65 人

紹介率 97.2 ％ → 96.7 ％

（うちリハ部門） 98.8 ％ → 100 ％

逆紹介率 69.4 ％ → 69.4 ％

（うちリハ部門）　 82.4 ％ → 97.0 ％

連携病院数 36 施設 → 22 施設

（うちリハ部門） 24 施設 → 18 施設

連携診療所数 29 施設 → 21 施設

（うちリハ部門）　 23 施設 → 20 施設

連携施設数 34 施設 → 25 施設

（うちリハ部門） 22 施設 → 16 施設

③

④

取組状況

相談体制

有

無

・地域リハビリテーション力向上のため、リハビリ専門職等に対する
症例発表会やかかりつけ医へのリハビリテーション知識、技術情報の
提供、地区医師会や地域の関係団体等と協力し研修会を開催してい
る。また、訪問・通所リハビリテーション分野への支援として、交流
の場の設定として他職種交流会やグループディスカッション、ケアマ
ネジャー向け研修会としてシリーズ化した研修会を実施することで、
基礎力の向上を目指した取り組みも行っている。引き続き、4事業（西
多摩医療圏認知症疾患医療センター、西多摩二次保健医療圏域精神科
医療地域連携事業、西多摩高次脳機能障害支援センター、当セン
ター）合同で研修会を実施していくことで、地域に求められている
ニーズを共有した研修会が実施できる体制整備も行っている。

相談窓口設置の有無

有

無

・リハビリテーション資源およびサービス利用に関する相談やリハビ
リテーション以外の各種サービス利用に関する相談に対し、地域資源
を把握した地域リハビリテーション支援センタースタッフが対応を行
う体制を整備している。

取組状況

研修体制

　地域のリハビリテーションに携わる従事者、家族の会、又はボランティア等関係団体に対し、
必要な研修を実施できる体制にあること

研修実施の有無

平成２９年度
平成３０年度

（４月から９月まで）

　地域の医療機関、福祉施設等からのリハビリテーションに関する相談等に応じ、必要な情報を
提供できる体制にあること

※急性期、回復期、維持期の流れを踏まえたリハビリテーションにおける連携状況を記入して
ください。

医療機関
との連携
状況

福祉施設等と
の連携状況

　他の医療機関、福祉施設等との連携、協力関係を有すること

連携体制

 

MSWを中心に地域の急性期病院や介護事業所、福祉施設等との連携を強化してきた。在宅

復帰の際も、社会資源の情報提供や連携機関と協力する事で住み慣れた地域への在宅復

帰を支援してきた。今後は地域包括ケアシステム構築のため更に連携を強化していく。 
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： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

※計８施設（別紙１を参照のこと）
なお、平成２２年に協力施設として指定し継続中である。

（所在地） （連携内容）

（所在地） （協力内容）

協力予定施設名称・所在地・連携内容

（医療・介護施設名）

・事務職員

・その他

・理学療法士

・作業療法士

名

常　勤常　勤 0 名

地域リハビリテーション支援事業 実施計画書

設置場所

5

4

事業実施予定地域　　※区市町村名を記入してください

二次保健医療圏内 二次保健医療圏外

非常勤 0.2 非常勤

2

医療機関名

1

西多摩地域リハビリテーション支援センター（医療法人財団利定会　大久野病院）

西多摩保健医療圏域

（うちリハ専門医）

常　勤 1

0 名

二次保健医療圏名

常　勤

医療法人財団利定会大久野病院

・言語聴覚士
0

Ⅰ　事業実施体制等

3
平成３１年４月１日から平成３４年３月３１日まで

職種・人数
（H31.4.1現在）

・医師

事業実施予定年月日

1 名

非常勤

名

1

地域リハビリテーション支援センターの運営体制（予定）

福生市・羽村市・青梅市・あきる野市・瑞穂町
奥多摩町・日の出町・檜原村

府中市

名

1
・ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ等

非常勤 0 名

0.2 名

常　勤 2 名 名0

名

非常勤

常　勤

非常勤 0

名

名 名

（医療・介護施設名）

常　勤

名

非常勤 0 名

常　勤 3

非常勤 0

6

予定する連携施設　　※連携施設が複数ある場合は、別紙による説明可

連携予定

協力予定

予定する協力施設　　※協力施設が複数ある場合は、別紙による説明可

7

有

無

有

無

連携予定施設名称・所在地・連携内容

1



※各項目の取組目標は次頁以降に記載

地域リハビリテーション関係者の連携強化

　地域のリハビリテーション施設、自治体、関係団体等が参画する連絡会を開催し、現状と課題について
意見交換や情報共有を行い、地域リハビリテーションに関わる施設等の連携を推進する。

災害時リハビリテーション支援体制の構築

　大規模災害発生後、被災者に対する生活不活発病予防、居住環境や福祉用具等の調整などのリハビリ
テーション支援ができるよう、支援センターを中心に、地域の関係機関と連携し、災害時リハビリテー
ション支援体制の構築に取り組む。

【都におけるリハビリテーション医療推進の方向性（東京都保健医療計画）】
　＜計画期間：平成30年４月１日から平成36年３月31日まで＞

地域リハビリテーション支援体制の充実

　今後の更なる高齢化の進展に伴う地域リハビリテーションの重要性を踏まえ、平成２３年度から各地域
リハビリテーション支援センターが実施している次の３つを柱とした事業をより充実・強化

地域リハビリテーション支援センターとしての取組方針（全体目標）

Ⅱ　事業目標（平成３１年度から平成３３年度まで）

東京都保健医療計画に記されている、地域リハビリテーション支援体制の強化、地域リハビリテーション
関係者の連携強化、災害時リハビリテーション支援体制の強化を、当地域の実情に合わせた内容で事業運
営を行っていきたいと考えている。
　研修会等を通して、リハビリテーションスタッフの技術等の底上げを図ると共に、医師やケアマネ
ジャーを中心とした、医療・介護・福祉に関わるスタッフ等向けの研修会や連絡会等も開催し、地域連携
強化と地域リハビリテーションの概念の啓蒙をしていく。同時に、各市町村および地域包括支援センター
と協働して、リハ資源の少ない地域への支援や当地域のニーズに合わせた地域包括ケアシステムの基盤を
作っていくため、地域リハビリテーションの活動内容を周知し支援が行える関係性を築くことで連携を図
る。また、地域連携を強化していく中で災害時リハビリテーションのニーズにも対応し得る地域作りを
行っていく。

2



・西多摩訪問リハビリテーション連絡会と連携を図り、ケアマネジャーと訪問・通所リハビリスタッフ
との交流と顔の見える関係が構築できているため、さらに関係性が深まるように支援を行っていく。そ
の中で、日頃の疑問や情報伝達方法など多岐に渡る議論が相互にできる関係性を築いていく。

実施予定回数 取組予定内容

これまでの連携強化に加え若手リハビリテーション技師に対し現場で活かせる技術習得を目的
とした研修会を実施。研修会講師を圏域内のリハビリテーションスタッフにも担ってもらうこ
とで圏域内の連携が深まるよう支援を行う。

有　・　無 西多摩医師会、西多摩歯科医師会、西多摩薬剤師会、西多摩保健所、西多摩医療
福祉連携研究会、西多摩医療圏認知症疾患医療センター、西多摩二次保健医療圏
域精神科医療地域連携事業、西多摩高次脳機能障害支援センター等

（３）

・リハビリテーション関連症例検討会（後援含む）等を開催する事により、リハビリ専門職が日ごろの成果
を発表できる機会を提供する事で、地域リハビリテーション力の向上に繋がったと考える。西多摩医師会と
の連携強化を図り、研修会資料や案内の配布等にご協力いただいた。

2

取組予定内容

3 回／３１年度

6 回
（平成３２・３３年度）

（３）

訪問・通所リハビリテーション分野への支援

（１）

取組目標

1 回／３１年度

実施予定回数

地区医師会や地域の関係団体（医療・介護）との連携・協力予定の有無
（団体・施設名）

・西多摩医師会の協力の下、リハビリテーションに関する研修会
　を実施予定。

同上

（２）

リハ施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定【連携施設の活用可】

（２）
回／３１年度

回
（平成３２・３３年度）

2

6

・（公社）東京都理学療法士協会、（一社）東京都作業療法士会が開催
する当地域で行われる症例発表会等に協力する。また、西多摩医師会を
中心とした西多摩地域脳卒中医療連携症例検討会等に協力する。

同上

2

有　・　無
（団体・施設名）

取組目標

（４）

これまでの取組状況

3

地区医師会や地域の関係団体（医療・介護）との連携・協力予定の有無

回
（平成３２・３３年度）

・医療機関、訪問リハビリテーション、通所リハビリテーション
のリハスタッフと地域のケアマネジャーとの情報交換会を開催
予定。

テーマ（予定）1

回
（平成３２・３３年度）

実施予定回数

Ⅱ　事業実施内容等（必須の役割）　※全センター共通

地域リハビリテーション力の向上

ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ等対象の症例発表会など【連携施設の活用可】

ケアマネジャーへの研修【連携施設の活用可】

1 回／３１年度

かかりつけ医へのリハビリテーション知識・技術情報提供【連携施設の活用可】

実施予定回数 テーマ（予定）

（１）

西多摩訪問リハビリテーション連絡会、各市町村および地域包括支援センター等

同上

「典型事例から学ぶ！」シリーズ研修会の開催（脳卒中・
　廃用症候群・摂食嚥下のリハビリテーションを用いて）現状は
 ３回１シリーズを予定

同上

スペースが足りない場合は、別紙での説明可 
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西多摩訪問リハ連絡会、事業報告会を開催し意見交換等の交流の場を設けており、地域のシス
テム構築についても寄与できていると感じている。4事業（西多摩医療圏認知症疾患医療セン
ター、西多摩二次保健医療圏域精神科医療地域連携事業、西多摩高次脳機能障害支援セン
ター、当センタ―）合同研修やアンケート調査も実施してきた。

当センターでの直接受け付け（従来通り） 受付時間：月～金　午前９時～午後５時

直接相談については、各市町村に設置されている地域包括支援センターが本来の機能を果たし、相当数
の居宅介護支援事業所が特定事業所化（主任ケアマネジャーが在籍）されてきていることにより相談件
数は年々、減ってきている。今後は、地域包括ケアシステムの推進といった観点からも各市町村窓口お
よび地域包括支援センターへの支援を強化していく。

ケアプランに関する相談（リハに関する内容）1件。

・西多摩訪問リハビリテーション連絡会の活動は引き続き支援していく。また、地域に点在し
ているリハビリテーションスタッフ等の意見交換会を含めた交流の場を設けていきたい。

地域リハビリテーション関係者との連携強化

2

有

無

（３）

これまでの取組状況

区市町村による在宅リハ支援事業等への支援　　※地域リハ支援事業委託料からの支出不可

Ⅲ　事業実施内容等（選択する役割）

支援予定

3

名称

（１）

取組目標

1

これまでの取組状況

6

回（３年間計）

西多摩訪問リハビリテー
ション連絡会

西多摩リハビリテーション
連絡会

日の出ヶ丘病院、羽村三慶病院、青梅三慶
病院、あきる台病院、熊川病院、進藤医院
など（ＰＴ・ＯＴ・ＳＴなど）

協力施設を中心とした施設

（５）

回／３１年度

実施自治体名 支援内容

（２）

平成３０年度上半期（4月～9月）のケアプラン相談支援受付実績

相談受付日・時間

設置を予定する地域協議会（連絡会）
実施予定回数参加予定機関・施設（参加予定職種）

3

①西多摩保健所
②福生市、青梅市、羽村
市、あきる野市、瑞穂町、
日の出町、檜原村

①在宅神経難病患者やその家族に対するリハビリテーション技
術の提供など
②各市町の介護保険課や障害福祉課からの在宅療養中の方の対
応困難時の相談支援およびコーディネート、講師派遣など

①については西多摩保健所の依頼がある場合にスタッフを派遣している。また、②については介護保
険サービス外の特に障害福祉サービス利用の方などのケースにおいて助言やコーディネートを行なっ
ている。また、必要に応じて関係団体に対する講師派遣を行っている。

これまでの取組状況

（４）

ケアプラン相談支援【連携施設の活用可】

相談受付方法

スペースが足りない場合は、別紙での説明可 
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※『西多摩高次脳機能障害支援センター』での対応のため、無としている。

これまでの取組状況

2

これまでの取組状況

地域のリハビリテーション従事者の研修、援助

（４）

（２）直接地域住民と接する相談機関の支援

支援内容

有

無

高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援　※地域リハ支援事業委託料からの支出不可

支援予定 支援内容

有

無
3

脳卒中医療連携推進事業への支援　※地域リハ支援事業委託料からの支出不可

支援予定

（６）その他、地域のリハビリテーションの推進に必要な事業 有　・　無

（５）

（３）福祉用具、住宅改修等の相談への対応に係る支援4

地域の関係団体の支援 有　・　無

地域で特にニーズの高いテーマに関する研修等（その１）
区分 実施予定

（１） 有　・　無

連絡会、事例検討会の実施 有　・　無

予
定
有
と
し
た
項
目
に
つ
い
て
は
次
頁
も
記
入

有　・　無

有　・　無

例年、青梅市立総合病院にて開催している「西多摩地域脳卒中医療連携症例検討会」に協
力予定。日頃の取り組みや新しい資源紹介など連携に関する演題発表を予定しており、西
多摩医師会、西多摩保健所、市区町村、開業医、病院、介護保険サービス事業所、福祉
サービス事業所などの参加者を予定している。

西多摩地域脳卒中医療連携症例検討会等に参加、協力している。

上記センターの取り組みのなかで障害福祉課・障害サービス事業所はもとより介護保険課・介護保険
サービス事業所とのネットワークが構築されているため、この地域リハビリテーション支援センター
の事業をさらに充実させるためにも共同できる部分は一緒に行っていきたいと考える。
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これまでの取組状況

（６）

（３）

これまでの取組状況

（４）

これまでの取組状況

（５）

市町村、保健
所、医療機

関、介護保険
事業所、障害
施策事業所等

（２）

地域で特にニーズの高いテーマに関する研修等（その２）

直接地域住民と接する相談機関の支援

対象 実施予定回数

コミュニケーション障害をもつ方が
増えてきているが、その方にあった
コミュニケーション機器の提供や支
援調整が不十分である。

最新のコミュニケ－ション機
器の紹介および実際に使用し
て、利用者への機器選定等に
役立ててもらう。

「コミュニケー
ション機器研修
会」の実施

医療従事
者、リハビ
リ従事者、
介護従事者
等

把握したニーズの内容 設定した課題

　　　3回
（３年間）

医療従事者、
リハビリ従事
者、介護従事
者、当事者等

把握したニーズの内容 設定した課題 支援内容 対象 実施予定回数

多領域にわたる地域リハビリ
テーション（概念）の領域に
おける専門的な相談支援が円
滑に行われていない。

地域に点在する様々な相談支
援を行っている事業所のス
タッフが気軽に後方支援を受
けられるようにする。

電話による「相
談支援事業」の
実施

把握したニーズの内容 設定した課題 支援内容 対象 実施予定回数

専門的リハビリテーションの
知識技術の向上（１）

これまでの取組状況

地域のリハビリテーション従事者の研修、援助

実施予定回数

地域の関係団体の支援

これまでの取組状況

これまでの取組状況

把握したニーズの内容

福祉用具、住宅改修等の相談への対応に係る支援

　　　3回
（３年間）

　　　3回
（３年間）

支援内容

口腔ケア、移乗動
作、呼吸リハビリ
テーション、小児
リハ、PNF等

専門的な知識技術を有したリ
ハビリテーション従事者や看
護師、介護従事者の知識技術
および充足

　
20回

（３年間）

その他、地域のリハビリテーションの推進に必要な事業

対象

設定した課題

連絡会、事例検討会の実施

医療圏域内に点在する関係団
体がうまく運営していけるよ
うに支援する。

・ヒヤリング
・定例会等への参加
・各種相談への後方
　支援

地域の栄養
士、MSW等
の関連団体

医療圏域内には様々な関係団体
が存在しており、各々に（特有
の）問題点を抱えており、状況
に応じて支援が必要である。

対象支援内容

交流会等の開催

対象 実施予定回数

市町村、保健
所、医療機
関、介護保険
事業所、障害
施策事業所等

リハビリ
テーション
スタッフ
・ＭＳＷ等

　　　3回
（３年間）

実施予定回数

　　　3回
（３年間）

①研修会の開催
②支援センター
としての啓蒙活
動

支援内容

少しずつ当地域でも地域リハビリ
テーションの概念が広まってきたと
思われるが、まだ支援センターの活
動含め地域の認知度が低い。

新たな領域における研修会の
開催、円滑に地域リハビリ
テーションが提供できる体制
を強化する。

把握したニーズの内容 設定した課題 支援内容

施設に所属するリハビリテー
ションスタッフおよび医療機
関のＭＳＷの連絡会等が存在
してない。

リハビリテーションスタッフ
およびＭＳＷの情報交換を含
めた交流会を設定する。

把握したニーズの内容 設定した課題

研修会等を通して地域リハビリテーションの啓蒙を行なってきた。また、リハビリテーションスタッフ以外の
職種のスタッフとの連携および交流を図り、今後も関連各団体と共同した取り組みを継続していく。

リハビリテーション技術のうち、当地域で特に技術の向上が必要と思われる口腔ケア、移乗動作、呼
吸リハビリテーション、治療技術などについて毎年度研修会を開催している。

サービスの調整が難しい介護保険サービス、障がい分野のサービスの利用やリハビリテーションの利
用の仕方などを各サービス事業者等に助言等行なっている。

ここ数年、毎年１回程度、コミュニケーション機器や福祉用具についての研修会を開催している。

資源調査を通じて医療圏域内に存在する団体（特に福祉や障害分野）を発掘することで、他の資源と
の結びつけ等を行なってきた。

研修会の際に実際の患者や利用者に接しながらの事例検討や交流を行なってきた。
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別紙１

7

協力施設
協力施設の有無 有

有
の
場
合

①

施設名称/施設種類 医療法人社団和風会　多摩リハビリテーション病院　／　病院

所在地 東京都青梅市長淵９－１４１２－４

協力の内容 各種連絡会、研修会等への参加および協力等

②

施設名称/施設種類 医療法人社団崎陽会　日の出ヶ丘病院　／　病院

所在地 東京都西多摩郡日の出町大久野３１０

協力の内容 各種連絡会、研修会等への参加および協力・講師依頼等

③

施設名称/施設種類 医療法人社団久遠会　高沢病院　／　病院

所在地 東京都西多摩郡瑞穂町大字二本木７２２－１

協力の内容 各種連絡会、研修会等への参加および協力等

④

施設名称/施設種類 医療法人社団三秀会　羽村三慶病院　／　病院

所在地 東京都羽村市羽４２０７

協力の内容 各種連絡会、研修会等への参加および協力・会場使用・講師依頼等

⑤

施設名称/施設種類 医療法人財団暁　あきる台病院　／　病院

所在地 東京都あきる野市秋川６－５－１

協力の内容 各種連絡会、研修会等への参加および協力等

⑥

施設名称/施設種類 医療法人社団三秀会　青梅三慶病院　／　病院

所在地 東京都青梅市大柳町１４１２

協力の内容 各種連絡会、研修会等への参加および協力・講師依頼等

⑦

施設名称/施設種類 青梅市立総合病院　／　病院

所在地 東京都青梅市東青梅４－５－１

協力の内容 各種連絡会、研修会等への参加および協力・会場使用・講師依頼等

⑧

施設名称/施設種類 公立福生病院　／　病院

所在地 東京都福生市加美平１－６－１

協力の内容 各種連絡会、研修会等への参加および協力・会場使用・講師依頼等
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